












































号数 年月 執筆者 論文名 備考※ 1
1 号 T9．4 奥野庄太郎 聴方教授の誕生 春 2 年椿
1 号 T9．4 真篠俊雄 児童の作曲の実際（尋三桃組） 音楽担当
2 号 T9．5 三島通良 学校衛生より見たる新入学児童への注意 成城小学校顧問
3 号 T9．6 佐藤武 「児童算術」について 春 3 年藤
4 号 T9．7 佐藤武 小学校に於ける学科課程の改正を論ず 春 3 年藤
6 号 T9．9 平田巧 児童数学の建設 春 5 年松
7 号 T9．10 奥野庄太郎 児童綴方の発達と其の指導 秋 1 年楓
7 号 T9．10 古閑停 仮名論（一） 国語担当
8 号 T9．11 古閑停 仮名論（二） 国語担当
8 号 T9．11 佐藤武 算術初歩教授の要訣 春 3 年藤
8 号 T9．11 奥野庄太郎 秋季一学年生に試みた五十音教授 秋 1 年楓
9 号 T9．12 奥野庄太郎 児童綴方の発達と其の指導（二） ※ 2
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9 号 T9．12 佐藤武 算術初歩教授の要訣（二） 春 3 年藤
10 号 T10．1 諸見里朝賢 理科教育改造の第一歩（尋常一学年より教授すべし） 春 1 年菊
10 号 T10．1 奥野庄太郎 綴方に於ける着想指導の一例 秋 1 年楓
12 号 T10．3 古閑停 奥野君の聴方実地授業 （秋 1 年楓）
13 号 T10．4 平田巧 山下君の算術実地授業 （秋 2 年梅）
15 号 T10．6 谷　騰 児童を自然界に解放せよ 理科担当
15 号 T10．6 高橋弁蔵 入学第一ヶ月の国語教育 春 1 年桐
15 号 T10．6 奥野庄太郎 田中君の読方実地授業 （秋 3 年桃）
21 号 T10．12 高橋弁蔵 奥野君の読方教授 （秋 2 年楓）
23 号 T11．2 奥野庄太郎 読方教授に於ける語句の収得 秋 2 年楓
24 号 T11．3 吉田慶助 秋組一年の五ヶ月 秋 1 年萩
24 号 T11．3 奥野庄太郎 尋常一年の国語教授 秋 2 年楓
24 号 T11．3 山下徳治 低学年の数学教授に於ける諸問題（一） 秋 3 年梅
24 号 T11．3 藤井利亀雄 尋常一年の理科教授（教育即芸術教育、宗教教育に立脚せる理科教授の提唱） 研究員
24 号 T11．3 杉生信雄 尋常一年にどんな唱歌を教へるか 音楽担当
24 号 T11．3 藤井利亀雄 吉田君の読方教授 （秋 1 年萩）
25 号 T11．4 山下徳治 低学年の数学教授に於ける諸問題（二） 秋 3 年梅
25 号 T11．4 齋田喬 入学当時の図画教授 秋 5 年椿
26 号 T11．5 田中宜太郎 ブリッジス教師の英語実地教授 （担当：春1年柳）
29 号 T11．8 山下徳治 藤井君の聴方の実地授業 （担当：秋2年楓）
30 号 T11．9 平田巧 算術教科書尋一の教材について（一） 数学担当
30 号 T11．9 諸見里朝賢 藤井君の理科実施授業 （クラスは不明）
31 号 T11．10 平田巧 算術教科書尋一の教材について（二） 数学担当
34 号 T12．1 岸英雄 低学年手工科の新使命（一） 秋 2 年萩
35 号 T12．2 山下徳治 尋一経営の九ヶ月（一） 春 1 年柳
35 号 T12．2 山本徳行 尋常一年の読本教授 秋 1 年竹
35 号 T12．2 岸英雄 低学年手工科の新使命（二） 秋 2 年萩
35 号 T12．2 ブリッジス 小学一年級に於ける英語教授 英語担当
35 号 T12．2 山本徳行 山下君の尋一読方実地授業 （春 1 年柳）
36 号 T12．3 山下徳治 尋一経営の九ヶ月（二） 春 1 年柳
36 号 T12．3 加藤げん 尋常一年の音楽を受持つて 音楽担当
36 号 T12．3 谷　騰 尋常一年の理科 理科担当
36 号 T12．3 奥野庄太郎 アメリカ小学尋一児童の学校生活（一） 留学中
36 号 T12．3 岸英雄 低学年手工科の新使命（三） 秋 2 年萩
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37 号 T12．4 奥野庄太郎 アメリカ小学尋一児童の学校生活（二） 留学中
37 号 T12．4 岸英雄 低学年手工科の新使命（四） 秋 2 年萩
39 号 T12．6 奥野庄太郎 アメリカ小学尋二児童の学校生活 留学中
41 号 T12．8 岸英雄 低学年数学教授の一新途 秋 2 年萩
41 号 T12．8 山本徳行 教育の始期について 秋 1 年竹
41 号 T12．8 結城捨次郎 岸君の数学実地授業 （秋 2 年萩）
47 号 T13．2 照井猪一郎 尋一の経営について（一） 春 1 年百合
47 号 T13．2 山本徳行 照井君の尋一読方実地授業 （春 1 年百合）
48 号 T13．3 照井猪一郎 尋一の経営について（二） 春 1 年百合
48 号 T13．3 加藤げん 尋一の音楽に就いて 秋 1 年芙蓉
48 号 T13．3 結城捨次郎 加藤さんの音楽実地授業 （秋 1 年芙蓉）
60 号 T14．3 浜野重郎 新一年の読書範囲の調査 春 1 年桜
73 号 T15．4 海老原邦雄 小学校算術科始期についての一実験 秋 4 年竹
73 号 T15．4 中島安治郎 低学年自由学習の実際 ※ 3
73 号 T15．4 大房暁 尋常二年の綴り方 ※ 4
75 号 T15．6 武田三郎 低学年における劇の指導 研究員
76 号 T15．7 平田巧 初期算術教授の実際 春 2 年杉
78 号 T15．9 島田正蔵 学習の真諦（未分化の学習） 秋 2 年楠
79 号 T15．10 浜野重郎 尋二国語（読方）教育の概要 春 2 年桜
81 号 T15．12 松本浩記 新一年に於ける家庭との連絡 秋 1 年星
83 号 S2．2 島田正蔵 クスノキクラスの教育（自然による教育）（一） 秋 2 年楠
84 号 S2．3 島田正蔵 クスノキクラスの教育（遊戯による教育）（二） 秋 2 年楠
85 号 S2．4 島田正蔵 クスノキクラスの教育（学級文庫による教育一班）（三）秋 2 年楠
86 号 S2．5 島田正蔵 低学年教育の新傾向 秋 2 年楠
86 号 S2．5 平田巧 新入児童の数の意義に関する知識の調査（一） 春 3 年杉
87 号 S2．6 島田正蔵 綜合教育の方法 秋 2 年楠
87 号 S2．6 松本浩記 修身科の始期に関する一考察 秋 1 年星
87 号 S2．6 鷲尾知治 どうして遊ばせたか（入学後一週間の記録抄） 春 1 年月
88 号 S2．7 平田巧 新入児童の数の意義に関する知識の調査 春 3 年杉
88 号 S2．7 松本浩記 学級経営の根本問題（特に低学年教育の問題につきて）秋 1 年星
88 号 S2．7 上野久世 自然科学習の実際 理科担当
88 号 S2．7 井上憲一 英語を小学初年より習得せしむるの議 ※ 5
89 号 S2．8 藤井利亀雄 新入学児童語彙の新研究 ※ 6
91 号 S2．10 藤井利亀雄 新入学児童語彙の研究 ※ 6
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92 号 S2．11 平田巧 低学年の算術の試み一、二 春 3 年杉
92 号 S2．11 鷲尾知治 手紙（一年生の綴方発展の記録） 春 1 年月
92 号 S2．11 批評会 研究授業記録（一年読方　鷲尾知治） （春 1 年月）
93 号 S2．12 平田巧 低学年の算術の試み一、二 春 3 年杉
93 号 S2．12 （批評会） 研究授業の記録（個人学習を本体とせる低学年の読方教育）
指導者は松本浩
記（秋 2 年星）
94 号 S3．1 鷲尾知治 平仮名収得の実験 春 1 年月
94 号 S3．1 批評会 研究教授の記録（楠組の数学）（斎藤君） 指導者は斎藤修治（秋 3 年楠）










※ 5	 井上氏は、当時の桐組（中 1）および星組（秋 1 年）在籍児童・生徒の保護者。





















































































































































































































































































































　この資料は、大阪の堂ビルホテルの便箋に 4 枚、普通便箋に 5 枚の合計 9 枚に
書かれた原稿である。タイトルの下にカッコ付きで「大阪放送、六月一日」とあ
り、大阪放送局が設立し、仮放送が開始された大正 14 年から昭和 2 年までのい

























































































研究・全人』誌上で、成城小学校主事（1930（昭和 5）年 4 月から校長）の小原
國芳が「小使銭について」（第 23 号、1928（昭和 3）年 7 月）や「召使と子供の



















正 14）年。藤井は、長崎県壱岐出身の訓導で、1921（大正 10）年 9 月から 1922（大















奥野は、1918（大正 7）年 11 月から 1928（昭和 3）年 3 月まで成城小学校訓導。
（5）	山本徳行『尋一教育の実際』成城小学校研究叢書第 10 編（文化書房、1924（大正 13）年）
澤柳による序文。山本は大正 11 年度秋入学の雪組の担任。
（6）	澤柳政太郎私家文書〈1950〉（以下、「私家文書」とする）。同じ内容の決議が「幼
稚園令発布記念全国幼稚園大会記録　議長開会の辞」（『幼児と教育』第 26 巻第 7 号






















（18）	同書 68 頁。霜田静志（1890 ～ 1973）は、成城小学校の手工科（成城では美術と呼
んでいた）元訓導（1922（大正 11）年 4 月～ 1924（大正 13）年 3 月）。のちに明星学







（21）	「子供に及ぼす家庭の影響」『澤柳政太郎全集』第 4 巻（国土社、1979（昭和 54）年）
所収、114 頁。傍線は引用者。『全集』494 頁の記載によると、この論考は『澤柳政太
郎遺稿』（1930（昭和 5）年）より転載されたものであり、1918（大正 7）年 11 月 20
日の日付があるが、その出典は不明であるとのことである。






（27）	大阪でのラジオ放送の開始は、1925（大正 14）年 2 月 28 日設立の社団法人大阪放









題研究・全人』第 33 号、1929（昭和 4）年 4 月。

